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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周辺環境をモニタリングする外部環境センサと、
　該外部環境センサにより測定された外部環境を保存するセンサーデータ保存エリアと、
撮影手順を提示する複数のガイダンスファイルを保存するガイダンスファイル保存エリア
と、撮影データを保存する撮影データ保存エリアと、センサーデータとセンサーデータに
基づく環境に適したガイダンス又は装飾を含むガイダンスカテゴリーを対比させて格納す
るセンサーパラメータ対ガイダンスカテゴリー対比データベースと、を備えた記憶装置と
、を有し、
　前記外部環境センサによりセンシングされた環境データを検索キーとして前記センサー
パラメータ対ガイダンスカテゴリー対比データベースを検索し、撮影時の環境に適したガ
イダンスを選択することを特徴とするガイダンス機能付き撮影装置と、
　該ガイダンス機能付き撮影装置と接続可能な撮影データ編集装置であって、
　前記ガイダンスファイルと前記センサーデータとの対応関係に基づいて、編集に必要な
リソース又は編集手順を取得し、該編集手順に基づいて映像データの編集を行う編集処理
部を有する撮影データ編集装置と、を有する撮影編集システム。
【請求項２】
　前記ガイダンス機能付き撮影装置は、
　さらに、前記センサーデータに応じて、撮影時選択されたガイダンスで使用するリソー
スが変更されることを特徴とする請求項１に記載の撮影編集システム。
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【請求項３】
　前記リソースは、オープニング時のテーマ、サブタイトルやトランジション内容、スト
リーム分割割合、特殊効果、効果音、ＢＧＭの提示のうちの少なくともいずれかにより適
用されることを特徴とする請求項２に記載の撮影編集システム。
【請求項４】
　ガイダンス機能付き撮影装置における撮影方法であって、
　周辺環境をモニタリングする外部環境センシングステップと、
　該外部環境センシングステップにより測定された外部環境をセンサーデータ保存エリア
に保存し、撮影手順を提示する複数のガイダンスファイルをガイダンスファイル保存エリ
アに保存し、撮影データを撮影データ保存エリアに保存するステップと、
　前記外部環境センシングステップによりセンシングされた環境データを検索キーとして
、センサーデータとセンサーデータに基づく環境に適したガイダンス又は装飾を含むガイ
ダンスカテゴリーを対比させて格納するセンサーパラメータ対ガイダンスカテゴリー対比
データベースを検索し、撮影時の環境に適したガイダンスを選択するステップと
を有することを特徴とする撮影方法と、
　前記撮影方法により撮影された撮影データの編集方法であって、
　前記ガイダンスファイルと前記センサーデータとの対応関係に基づいて、編集に必要な
リソース又は編集手順を取得し、該編集手順に基づいて映像データの編集を行う編集処理
ステップを有することを特徴とする撮影データの編集方法と、
を有する撮影・編集方法。
【請求項５】
　前記撮影方法は、
さらに、前記センサーデータに応じて、プログラムが撮影時選択されたガイダンスで使用
するリソースを変更するステップを有し、
　前記リソースは、オープニング時のテーマ、サブタイトルやトランジション内容、スト
リーム分割割合、特殊効果、効果音、ＢＧＭの提示のうちの少なくともいずれかにより消
費されることを特徴とする請求項４に記載の撮影・編集方法。
【請求項６】
　請求項４又は５に記載のステップをコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影装置に関し、特に、環境対応ガイダンス機能を備えた撮影装置に関する
。さらに、この撮影装置により撮影されたデータを編集する編集技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、家庭用電気機器や家庭用情報機器などのデジタル化に伴い、画像データや動画デ
ータなどに関してもデジタルデータとして保存する方式が主流になっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　一方、デジタル化が進むにつれてユーザ層が広がり、デジタルデータ処理にあまり詳し
くないユーザが使用するケースも多くなっている。さらに、撮影装置において撮影時及び
特に撮影済みデータの編集時における処理は、一般的なユーザにとっても煩雑であるため
、より一層やさしいユーザインターフェイスの提供が望まれる。
【０００４】
　本発明は、撮影操作及び撮影済みデータに基づく編集処理を簡単かつ楽しく行なうこと
ができる撮影装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　本発明の一観点によれば、センサを備えた環境測定部を有する撮影装置と関連付け可能
な記憶装置であって、一連の撮影対象を複数の撮影データに分割して格納する撮影データ
保存エリアと、分割された前記撮影データのそれぞれに対して付されたガイダンスファイ
ルであって、分割された前記撮影データと対応付けされているガイダンスファイルを格納
するガイダンスファイル保存エリアと、
　前記センサにより測定されたセンサデータを格納するセンサデータ保存エリアとを有す
る記憶装置が提供される。
【０００６】
　さらに、ユーザ定義ガイダンスファイル保存エリアと前記センサと関連付けされたオブ
ジェクト変更処理部とを有し、前記ガイダンスファイルは、さらに、リソース関連と基本
ストリーム生成関連の定義オブジェクトと、ストリーム処理と関連定義オブジェクトとの
初期値を格納し、前記ユーザ定義ガイダンスファイル保存エリアは、前記オブジェクト変
更処理部により動的に変更されたリソース関連と基本ストリーム生成関連の定義オブジェ
クト又はストリーム処理関連の定義オブジェクトを格納することを特徴とする。
　環境を測定するステップと、測定された環境に基づいて、撮影手順の撮影ガイダンス候
補を絞り込むステップと、絞り込まれた前記撮影ガイダンス候補を提示することによりユ
ーザに適したガイダンス候補の選択を促すステップと、を有する。
【発明の効果】
【０００７】
　以上、本発明によれば、センサにより測定された環境により撮影時のガイダンス候補中
から環境に適したガイダンス候補のみが絞り込まれるため、ユーザは、選択すべきガイダ
ンス候補中から迅速かつ簡単にガイダンスを選択することができるという利点がある。
【０００８】
　また、撮影時の環境を反映した映像データを自動的に編集することができる。従って、
より臨場感に溢れる作品を簡単に編集することができるという利点がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明に係る技術は、センサ部により取得した周辺環境を、撮影のための光学絞りなど
に用いるというよりは、むしろ撮影手順を提示するガイダンスの選択又はエフェクトなど
の映像の装飾であって、環境にふさわしい装飾などを選択するのに用いる。
【００１０】
　まず、本発明の前提となるに撮影装置が備えるガイダンス機能について説明する。ガイ
ダンス機能は、予め複数用意されている典型的な撮影シーン候補の中から、これから撮影
するシーン又はそれに近い撮影シーン候補を選択し、選択された撮影シーン候補により撮
影指標となるようなガイダンスを提供する機能である。ユーザは、選択した撮影シーン候
補が提供するガイダンスに沿って撮影を行うことができる。より具体的に説明すると、本
発明に係るガイダンス機構は、映画に例えれば、撮影監督であり、ユーザはカメラマンで
ある。さらに、一定の手順で撮影されたデータであれば、その後の編集処理などに関する
負荷も少なくなる。
【００１１】
　以下、ガイダンス機能付き撮影装置について説明を行う。図１は、ガイダンス機能付き
ビデオカメラの一構成例を示す機能ブロック図である。図１に示すように、ガイダンス機
能付き撮影装置Ａは、カメラ部１と、カメラ信号処理部３と、記録／再生信号処理部５と
、Ｉ／Ｏ処理部７と、グラフィックス（Ｇｒａｐｈｉｃｓ）処理部１１と、制御部（ＭＰ
Ｕ）１５と、メモリ１７であってアプリケーションプログラムを格納するＲＯＭ１７ａを
有するメモリと、通信制御部２１と、を有している。通信制御部２１は、例えば、ＵＳＢ
やＩＥＥＥ１３９４などの規格に基づいて他の機器との間でデータ転送を行うために設け
られている。
【００１２】
　さらに、本実施の形態によるガイダンス機能付き撮影装置Ａは、例えば汎用バス１２を
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えば、ガイダンス機能付き撮影装置Ａの他の部分と着脱可能に設けられており、ガイダン
スファイル保存エリア（領域）３３と、ユーザ定義ガイダンスファイル保存エリア（領域
）３５と、撮影データ保存エリア（領域）３７とを有している。撮影装置が内蔵されてい
ても良い。
【００１３】
　撮影された映像信号（光信号）は、カメラ部１に設けられたレンズ、ＣＣＤ固体撮像素
子（図示せず）などを通して電気信号に変換され、カメラ処理部３においてデジタル化を
含む信号処理が行われる。信号処理により生成した映像信号は、記録／再生信号処理部５
において、必要なコーデックによりデータ圧縮が行われ、Ｉ／Ｏ処理部７を介して記憶装
置３１の撮影データ保存エリア３７に書き込まれる。音声信号に関しても、アナログ信号
をデジタル化し、必要なコーデックで圧縮、Ｉ／Ｏ処理部７で映像信号系と同期をとり、
記憶装置３１の撮影データ保存エリア３７に書き込む。
【００１４】
　ガイダンス機能に利用されるガイダンスファイルは、複数のガイダンスファイルがガイ
ダンスファイル保存エリア３３に保存されている。ユーザが、撮影前にこれから撮影する
イベントに関連する、或いは、希望のガイダンスを選択すると、撮影開始時にＧＵＩ（グ
ラフィック　ユーザ　インターフェイス）や音声などのガイダンスが適宜提示され、提示
されたガイダンスに沿って撮影を開始する。
【００１５】
　本発明に係る撮影装置Ａは、上記の各構成要素に加えて、さらに、Ｉ／Ｏ処理部７と関
連付けされる外部センサ２３が設けられている。外部センサ２３は、例えば、温度センサ
２３－１と、湿度センサ２３－２と、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　
Ｓｙｓｔｅｍ）２３－３と、高度センサ２３－４と、加速度センサ２３－５と、光度セン
サ２３－６と、を備えている。その他のセンサを備えていても良い。また、記憶装置３１
に、センサによりセンシングされたデータを保存するセンサデータ保存エリア３２が設け
られている。尚、外部センサ２３は、ガイダンス機能付き撮影装置（ビデオカメラ）本体
（Ａ）と着脱可能又は固定して取り付けられている。
【００１６】
　ガイダンス機能つきビデオカメラ本体（Ａ）に、外部センサ２３を取り付けることによ
り、センサによりセンシングされた環境データに基づく状況に応じて、プログラムが撮影
時選択されたガイダンスに対し、そのガイダンスで使用するリソース、例えばオープニン
グ時のテーマリソース、サブタイトルやトランジション内容、ストリーム分割割合、特殊
効果、効果音、ＢＧＭなどを動的に変更する。そして、撮影データを編集する場合には、
その状況にあった自動編集を行う。
【００１７】
　ビデオカメラの電源投入後であって撮影を開始する前に、システムが複数のセンサ情報
からその環境を求め、種々のガイダンスカテゴリー中から状況に合ったガイダンスを自動
的に絞込みそのガイダンスの選択を容易にする。さらに、複数のセンサ情報に基づいて、
ビデオカメラ内に保存されているセンサ情報に対応するシーンがシーン確定データベース
に存在する場合は、自動的にガイダンスを選択しユーザに“確定”を促す表示を行う。
　より具体的には、以下に説明するようないくつかのケースに分けられる。
【００１８】
１．単独のセンサを利用するケース、２．複数のセンサを利用するケース。
単独のセンサを利用するケースにおいては、例えば、下記の編集を行う。
（１） 外気温センサを利用するケース（表１参照）。
【００１９】
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【表１】

【００２０】
　外気温センサを用いた場合であって、外気温によりフレーム枠の種類を変更する例につ
いて表１を参照して説明を行う。まず、撮影時の外気温データをガイダンスユーザ定義オ
ブジェクト（後述する）に保存する。編集時に、その値を利用して装飾用に用いる同一ガ
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イダンス内の別デザインのフレーム枠（一般にリソースと呼ぶ）を合成するシーケンスに
おいて、標準枠のデザインが木枠のフレームであったとする。この場合、センサデータに
応じてフレーム枠を、例えば表１に示すように変更する。
【００２１】
　・外気温とフレーム枠の種類とシーン抽出定義 *１と**定義との関係
　マイナス気温０度～５度、６度～１５度、１６度～２５度、２６度～３０度、３１度以
上のそれぞれの環境に対して、フレーム枠をそれぞれ、白、ブルー、水色、緑、オレンジ
、赤、にする。シーン抽出定義において、白成分が８０％以上のところを抽出し、青成分
が８０％以上のところを抽出し、水色成分が８０％以上のところを抽出し、緑成分が８０
％以上のところを抽出し、緑～オレンジ成分が３０％以上のところを抽出し、オレンジ～
赤成分が４０％以上のところを抽出する。ここでは、選択されるフレーム枠のカテゴリー
として色による表現とダイレクトな表現によるものに分類した。
【００２２】
２．複数のセンサを利用するケース
　複数のセンサを使うことによって上記の選択されるフレーム枠の選択範囲はさらに拡大
させることができる。その例について表２を参照して説明する。
【００２３】
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【表２】

【００２４】
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　(１.１)  外気温センサと湿度センサの組み合わせによるフレーム枠の種類
　異なる２つのセンサ、例えば外気温センサと湿度のセンサとを併用することにより、選
択可能なフレーム枠の種類をさらに増やすことが可能となる。特に、気温により湿度に関
する影響が全く異なることから、選択肢が増加する。表２に示す、外気温と、湿度と、選
択されるフレーム枠の種類と、特殊効果定義とに関して、外気温がマイナス気温０度～５
度、６度～１５度、１６～２５度、２６度～３０度、３１度以上のそれぞれに対して、湿
度小、湿度小、湿度小、湿度小、湿度中～大、湿度小、湿度大、湿度小、湿度大が対応し
ている。また、それぞれに対して、氷の表現冬景色の表現、新芽の表現すがすがしい木々
・風の表現、蒸し暑さ・汗とハンカチ。喉が渇く不快指数が大きい・汗とタオル、砂漠、
蒸し風呂がそれぞれ挙げられる。
【００２５】
　特殊効果定義としては、それぞれ、センサにより検出された温度・湿度にふさわしい又
は連想させるような特殊効果を定義すると良い。例えば、表２に示すような、ネガポジ反
転効果、鉛筆画効果・エンボス効果、水彩画効果、水彩画効果、デッサン効果、漫画効果
＋ベース色を黄色に設定、パステル効果、砂絵効果、砂絵効果＋色調をオレンジ、赤強調
が挙げられる。
【００２６】
　図２及び図３は、本実施の形態による環境センサ付き撮影装置を用いた場合の、ガイダ
ンスカテゴリーの動的変更処理の流れとユーザ定義ガイダンスファイルの生成処理の流れ
を示すフローチャート図である。図２及び図３に示すように、ます、ステップＳ１におい
て、各種センサ情報を取得する。ステップＳ２において、撮影装置（機器）の電源のバッ
テリ残容量が十分かどうかを判断する。例えば、バッテリ残存量が１０％以下であるか否
かによりこれを判定する。バッテリ残存量が１０％以下であれば、ステップＳ３において
バッテリ残量警告の表示が行われ、ステップＳ４において電力消費を少なくするためセン
サによる計測を停止する。ステップＳ５において、計測停止直前の各種データｂを保存し
、撮影装置の電源をＯＦＦする。ユーザはバッテリの充電を行っても良い。
【００２７】
　ステップＳ２において、撮影装置（機器）の電源のバッテリ残容量が十分であると判断
されると、ステップＳ７に進み、機器の電源はバッテリのみか否かを判断する。機器の電
源がバッテリのみであれば、ステップＳ８に進み、定期的なデータの逐次保存（パーシャ
ル保存）を行い、ステップＳ９に進む。ステップＳ９において、機器の電源をＯＮしたか
否かを判断し、ＯＮした場合にはステップＳ１２に、ＯＮしなかった場合にはステップＳ
１１に進む。ステップＳ７において、機器の電源はバッテリのみでない場合には、ステッ
プＳ１０に進みデータの保存処理を行わずにステップＳ２に戻る。
【００２８】
　ステップＳ９において、機器の電源がＯＮされたと判断されると、ステップＳ１２に進
み計測を停止し、ステップＳ１３に進み、データ解析処理（直前のデータの）を行う。解
析処理が行われたデータと、センサパラメータ対ガイダンスカテゴリー対比データベース
におけるデータ（ステップＳ１４）とに基づいて、ステップＳ１５においてデータ解析処
理を行う。この際、データベースに一番近いデータが選択される。次いで、ステップＳ１
６に進み、自動ガイダンス機能がオンになっているか否かを判断する。自動ガイダンス機
能がオンになっていれば、ステップＳ１７に進み、ガイダンス表示選択時に選択されたガ
イダンスリストを表示する。自動ガイダンス機能がオンになっていなければ、ステップＳ
１８に進み、通常のガイダンスを表示する。
【００２９】
　次いで、編集用ユーザ定義ファイル生成処理フロー（ステップＳ１９からＳ２１まで）
を行う。すなわち、まずステップＳ１９に進み、ユーザがガイダンスを選択し、ステップ
Ｓ２０において選択されたガイダンスからユーザ定義ガイダンスファイルを生成し、ステ
ップＳ２１において、ステップＳ１３において得られた結果に基づいてダイナミック編集
用リソース、ストリーム時間帯等の設定値を変更しファイルを保存する。
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【００３０】
　上記フローのより詳細な説明を行う。ビデオカメラなどの機器は、常時電源が入ってい
るわけではない。各種データを蓄積するシステム部分は、例えば、バッテリが装着されて
いる、バッテリ残量が１０％以上ある、ＡＣ電源供給状態ではない、などの条件下におい
て外部センサ系とデータ保存系のみを動作させておく必要がある。「ＡＣ電源供給状態に
ない」という意味は、一般にビデオカメラは家の外で使うことが非常に多いため、その慣
習条件がビデオカメラ機器に備え付けられたセンサ動作の条件として非常に大きな要素と
なるためである。
【００３１】
　また、バッテリ残量が１０％以上必要であるという条件は、センサ動作、センサデータ
保存系システム動作の消費電力とビデオカメラ機器を使用していない時間との関係により
変化する。バッテリ残量が１０％以上残っていれば、ビデオカメラが使用する１０００ｍ
Ａｈ～２０００ｍＡｈの間の平均的なバッテリパワーから考えて２日程度は動作状態を保
障できる、との判断である。これらの条件を満たしている場合のみ、計測を継続する。そ
の条件から逸脱している場合はバッテリ警告表示をするとともに計測を停止、それまでの
データを保存し機器の電源をオフさせる。
【００３２】
　次に電源をユーザが入れた場合（ステップＳ９）、それまで保存したもしくは保存を継
続している場合は計測を停止し、保存されたデータの解析を行う。メモリには、予め、様
々なセンサ単独又は複数のセンサデータとガイダンス対比データベース（表１、表２）や
センサ単独または複数のセンサデータとガイダンスファイルに定義された各種オブジェク
ト内変数値対比データベース（表１、表２）が用意されており、そのデータベースと今ま
で計測された時間とを軸とした数値変化度合いからガイダンス選択カテゴリーの絞込みや
各種オブジェクト内変動要素を決める。この処理は、ユーザがガイダンスを選択するまで
に終了させておく必要がある。電源を入れた直後の瞬時に様々な設定を行うため、データ
ベース化されている。
【００３３】
　自動ガイダンス機能がオンになっているかオフになっているか（Ｓ１６）で処理が異な
る。自動ガイダンス機能がオフになっている場合は、通常のガイダンス機能付きビデオカ
メラと同じになる。
【００３４】
　これに対して、自動ガイダンス機能がオンになっている場合は、先ほど設定されたビデ
オカメラが使う時の状況に合ったカテゴリーのみが表示されたガイダンス選択インターフ
ェースが表示される。この際、センサにより測定された環境に基づいて、種々のガイダン
ス候補の中から測定された環境によるガイダンス候補の絞り込みが行われ、ユーザには全
体のガイダンス候補の中から絞り込まれたガイダンス候補が提示される。従って、ユーザ
はその環境に合ったガイダンスを迅速に選択することができる。ユーザがガイダンスを選
択した後、そのガイダンスファイルをユーザ定義フォルダにコピーする。一連のガイダン
スによる撮影終了後、再度ガイダンスファイルを保存し一連のフローが終了する。
【００３５】
　以上に説明したように、本実施の形態による環境対応ガイダンス機能付き撮影装置によ
れば、センサにより測定された環境により撮影時のガイダンス候補中から環境に適したガ
イダンス候補のみが絞り込まれるため、ユーザは、選択すべきガイダンス候補中から迅速
かつ簡単にガイダンスを選択することができるという利点がある。
【００３６】
　次に、本発明の第２の実施の形態であって、環境対応ガイダンス機能を有する撮影装置
により撮影されたデータの編集技術について説明する。まず、ガイダンスファイル内で管
理される定義オブジェクト群について、図４及び図５を参照しつつ説明を行う。図４は、
リソース関連、基本ストリーム生成関連の定義オブジェクトを示す図である。リソースと
は、例えば、オープニング、エンディングなどに用いられるフレーム枠や文字情報などを
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タから抽出された静止画データや、それを加工し新たにストリームリソースとして生成さ
れるものも含んだカテゴリーとしてまとめている。
【００３７】
　図５は、ストリームデータ処理にかかわる定義オブジェクトをまとめた図である。動画
編集で構成される基本要素である、ビデオストリーム、オーディオストリーム分割合成定
義、トランジション定義、特殊効果定義などが含まれる。以上、説明したオブジェクト群
のうち、外部センサからの情報により変更可能なオブジェクトの初期設定値を“センサパ
ラメータ対ガイダンスカテゴリー対比データベース”に照らし合わせて、ダイナミックに
ユーザ定義ガイダンスファイル内データを変更することができる。これらの拡張機能によ
り、編集時により高度な編集が約束される。
【００３８】
　上記に関連する処理の流れを図６に示すフローチャート図に基づいて説明する。ステッ
プＳ３１において、直前のデータのデータ解析を行う。センサパラメータ対ガイダンスカ
テゴリー対比データベース（Ｓ３２）と上記データ解析によるデータとをステップＳ３３
において比較し、ステップＳ３４において最適データ値を決定する。ステップＳ３５にお
いて、ガイダンスファイル内に決定された最適データ値をセットし、このファイルを保存
する。
【００３９】
【表３】
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【００４０】
　表３に、ガイダンスファイルフォーマットの構成例を示す。表３に示すように、ガイダ
ンスファイルフォーマットは、ガイダンスヘッダオブジェクトと、編集が必要か否かを判
定するのに使用するユーザ定義オブジェクトと、主として撮影前に設定で使用する場合に
用いるユーザ定義リソースオブジェクトと、時間経過によるパーシャル処理値を保存する
ユーザ定義変数と、撮影情報定義オブジェクトと、ユーザ動画定義オブジェクトと、ユー
ザ音声定義オブジェクトと、テンポラリーオブジェクトと、アイコンに関連するサムネイ
ルオブジェクトと、ガイダンスデータオブジェクトと、ストーリースクリプトオブジェク
トと、を有している。
【００４１】
　ユーザ操作が加えられた情報は、上記のガイダンスファイルフォーマットに従ってビデ
オカメラにより自動的に作成される。ガイダンスに沿って全ての撮影が終了すると、ガイ
ダンスファイルと撮影データファイルとは、それぞれ決められた保存エリア（領域）に保
存される。
【００４２】
　尚、ここで初期設定を変えることが有効なオブジェクト例を挙げると、以下のようにな
る。
・リソース関連、基本ストリーム生成関連定義
（１）リソース群定義オブジェクト
（２）音声リソース関連定義オブジェクト
・ストリームデータ処理関連定義
（１）こま数定義
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（２）ビデオストリーム特殊効果処理定義オブジェクト
（３）オーディオ特殊効果定義オブジェクト
（４）トランジション定義オブジェクト
等があげられる。
【００４３】
　ここで、例えばリソース関係、基本ストリーム静止画関連定義の（１）においては、セ
ンサが外気温のみの場合、外気温＋湿度計の場合のフレーム枠定義は前述の表１、表２に
示した通りである。ユーザ定義変数（データ）は、各種センサ値に関連するものである。
【００４４】
【表４】

【００４５】
【表５】

【００４６】
　また、表４、５に示すように、スクリプト記述基本アイテムは、すべてオブジェクト構
造から構成される。設定パートとしては、表４に示される各種設定があり、処理パートと
しては表５に示される各種処理が挙げられる。これらを時系列に組み合わせることでスク
リプトを完成させることができる。
【００４７】
　尚、予め用意されたガイダンスデータや独自に作ったユーザ定義のガイダンスデータは
ビデオカメラに装着されたさまざまなセンサからの情報でその中のパラメータやスクリプ
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、湿度計、高度計、光度計、時計などがついているとして、そのときの時間情報、湿度、
温度、高度、撮影状態の被写体の明るさなどによってリソースを動的に変化させる。これ
ら動的に変更されたガイダンスファイルは、標準（デフォルト）のリソースオブジェクト
やユーザ定義変数オブジェクトとは異なる内容に変更されるため、テンポラリフォルダに
格納され、撮影されたデータとリンクされる。
【００４８】
　次に、撮影された映像を編集装置により例えば自動編集する場合には、図１に示す記憶
装置３１を編集装置に装着する。この際、ガイダンスファイル保存エリアに保存されてい
るガイダンスファイルと、撮影データ保存エリアに保存されている撮影データとが対応付
けされているため、自動編集を行いやすい。加えて、撮影時の環境に沿ってガイダンスフ
ァイルフォーマットのオブジェクトが変更されているため、このオブジェクトを参照しつ
つ編集を行うことで、撮影時の環境を反映した映像データを自動的に編集することができ
る。従って、より臨場感に溢れる作品を簡単に編集することができるという利点がある。
【００４９】
　以上、本発明に関して実施の形態に沿って説明を行ったが、本発明はこれらの例に限定
されるものではなく、種々の変形が可能であるのは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　本発明は、ビデオカメラの他に、デジタルスチルカメラや通常のカメラ、携帯電話やＰ
ＤＡなどの携帯端末などに応用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】本発明の実施の形態による環境対応ガイダンス機能付きビデオカメラの一構成例
を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態による環境対応ガイダンス機能付きビデオカメラによる撮影
処理の流れを示すフローチャート図である。
【図３】図２に続く図である。
【図４】リソース関連、基本ストリーム生成関連の定義オブジェクトを示す図である。
【図５】ストリームデータ処理に関連する定義オブジェクトを示す図である。
【図６】オブジェクトを動的に変化させる処理手順を示す図である。
【符号の説明】
【００５２】
　１…カメラ部、３…カメラ処理部、５…記録／再生信号処理部、７…Ｉ／Ｏ処理部、１
１…Ｇｒａｐｈｉｃｓ処理部、１５…ＭＰＵ、１７…メモリ、１７ａ…ＲＯＭ、２１…通
信制御部、２３…センサ部、３１…記憶装置、３２…センサデータ保存エリア、３３…ガ
イダンスファイル保存エリア、３５…ユーザ定義ガイダンスファイル保存エリア、３７…
撮影データ保存エリア。
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